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(57)【要約】
　複数のホログラフ照準器の構成要素を格納する筐体を
有するホログラフ式照準器が提供される。筐体内に取り
付けられたレーザダイオードは、レーザ光ビームを発す
るように構成される。光ビームは、単一の装置の中に回
折格子とフィルタを含めた一体型の回折格子・フィルタ
ユニットへ透過される。回折格子は、光ビームを回折さ
せ、また、筐体内に透過した不要な環境光も回折させる
格子面を有する。フィルタは、回析格子の少なくとも一
部と接触する光学フィルタである。光学フィルタは、環
境光の少なくとも１つの波長を吸収して、使用者がホロ
グラフ式照準器を覗いたときに本来であれば見えうる可
視スペクトル内に環境光が回折されないようになってい
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レティクル像ホログラムと、
　一体型回折格子・フィルタ装置であって、
　　主基板と、
　　前記主基板から離間された透明基板と、
　　前記基板間の、前記主基板と接触する第１のエポキシ樹脂であって、一連の表面特徴
物を有する外面がその上に成形された第１のエポキシ樹脂と、
　　前記第１のエポキシ樹脂の前記外面と接触し、光を前記ホログラムに向かって回折さ
せるように構成された反射コーティングと、
　　前記反射コーティングと前記透明基板との間の染色エポキシ樹脂であって、前記光の
少なくとも一部が前記ホログラムへと反射されるのを阻止するようになされた染色エポキ
シ樹脂と、
を含む一体型回折格子・フィルタ装置と、
を含むホログラフ式兵器用照準器。
【請求項２】
　前記表面特徴物、前記反射コーティング、および前記染色エポキシ樹脂が各々、一連の
隆条および溝を含み、前記反射コーティングの前記隆条および溝が、前記透明エポキシ樹
脂と前記染料エポキシ樹脂の両方の隆条および溝と接触する、請求項１に記載のホログラ
フ式兵器用照準器。
【請求項３】
　前記染色エポキシ樹脂が赤に染色され、約５７５ｎｍ未満の波長を有する光が前記染色
エポキシ樹脂を通過するのを阻止するようになされている、請求項１に記載のホログラフ
式兵器用照準器。
【請求項４】
　前記反射コーティングは金属層である、請求項１に記載のホログラフ式兵器用照準器。
【請求項５】
　前記主基板が透明である、請求項１に記載のホログラフ式兵器用照準器。
【請求項６】
　前記第１のエポキシ樹脂が透明である、請求項１に記載のホログラフ式兵器用照準器。
【請求項７】
　光ビームを発するためのレーザダイオードと、前記光ビームを反射するように構成され
たミラーと、前記光ビームからの前記光を前記一体型回折格子・フィルタ装置に向かって
コリメートするように構成されたコリメータと、
をさらに含む、請求項１に記載のホログラフ式兵器用照準器。
【請求項８】
　光ビームを発するためのレーザダイオードと、
　前記光ビームを回折させ、環境光を回折させるように構成された格子面を有する回折格
子と、
　前記格子面に隣接し、前記環境光の少なくとも１つの波長を吸収するようになされた光
学フィルタと、
を含むホログラフ式照準器。
【請求項９】
　前記光学フィルタは、前記回折格子の前記格子面と直接接触する、請求項８に記載のホ
ログラフ式照準器。
【請求項１０】
　前記光学フィルタと前記回折格子は一体型ユニットである、請求項８に記載のホログラ
フ式照準器。
【請求項１１】
　前記光学フィルタは、前記環境光が前記回折格子の前記格子面へ透過される前に、前記
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環境光の少なくとも１つの波長を吸収するようになされている、請求項８に記載のホログ
ラフ式照準器。
【請求項１２】
　前記回折格子は、エポキシ樹脂層と、前記エポキシ樹脂の少なくとも一部に接合された
反射金属層を含む、請求項８に記載のホログラフ式照準器。
【請求項１３】
　前記エポキシ樹脂は、前記反射金属層と直接接触する成形された一連の隆条および溝を
含む、請求項１２に記載のホログラフ式照準器。
【請求項１４】
　前記光学フィルタは、前記エポキシ樹脂と反対側で前記反射金属層と直接接触する染色
エポキシ樹脂を含む、請求項１３に記載のホログラフ式照準器。
【請求項１５】
　前記光学フィルタと前記回折格子は対向するガラス層間に配置される、請求項１４に記
載のホログラフ式照準器。
【請求項１６】
　光ビームを発するためのレーザダイオードと、
前記光ビームから発せられた光をコリメートするコリメータと、
前記コリメートされた光を回折させる格子面を有する反射回折格子と、
前記格子面の少なくとも一部と接触するフィルタと、
を含むホログラフ式照準器。
【請求項１７】
　前記反射回折格子とフィルタは一体の装置に統合されている、請求項１６に記載のホロ
グラフ式照準器。
【請求項１８】
　前記反射回折格子とフィルタを含む前記一体の装置は、対向する２つのガラス層間に配
置される、請求項１７に記載のホログラフ式照準器。
【請求項１９】
　前記反射回折格子は反射材料層を含み、前記フィルタは前記反射材料層と接触する染色
透明材料を含む、請求項１６に記載のホログラフ式照準器。
【請求項２０】
　前記染色透明材料は第１のガラス基板に接合され、前記反射回折格子は、前記反射材料
層を第２のガラス基板に接合する成形エポキシ樹脂を含む、請求項１９に記載のホログラ
フ式照準器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、好ましくは銃器に用いるホログラフ式照準装置内の構成要素に関する。
【背景技術】
【０００２】
　小型武器、例えばライフル、ショットガン、拳銃、矢、およびその他の同様の携帯兵器
に利用される照準器にはいくつかの種類がある。
【０００３】
　当業界で知られている照準器の１つの種類は、ホログラフ式照準器である。ホログラフ
式照準器では、光のレーザビームが筐体内に通され、１回または複数回反射されて、最終
的にホログラム素子により照準レティクル像が生成される。これらおよびその他の種類の
光学照準器には、回折格子を実装することができる。回折格子はレーザビーム内の光を、
温度による波長の変化に合わせて空間的に誘導する。Ｔａｉらに発行された米国特許第６
，４９０，０６０号明細書において開示されている「Ｌｉｇｈｔｗｅｉｇｈｔ　Ｈｏｌｏ
ｇｒａｐｈｉｃ　Ｓｉｇｈｔ（軽量ホログラフ式照準器）」では、小型軽量設計のホログ
ラフ式照準器が、回折格子からの反射光を調整して、照準レティクルをシフトさせるため
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に２軸でも回転可能な回折格子を含むと記載されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　先行技術の回折格子の中には、本来的に角度および波長選択的であるが、環境耐久性に
欠けるものがある。例えば、エマルジョンベースのホログラフ式ボリュームフェイズグレ
ーティング（ｖｏｌｕｍｅ　ｐｈａｓｅ　ｇｒａｔｉｎｇ）（ＶＰＧ）は、１つの一次回
折光を厳格に特定された方向へと回折させるように設計および構成することができる。ま
た別の先行技術の回折格子は、本来的に耐久性があるが、角度および波長選択性に欠ける
。例えば、ガラス板に金属を重ねた機械刻線回折格子やエポキシ樹脂に金属を重ねた反復
的回折格子は、広い波長範囲にわたって回折させることが可能であり、これには各入射波
長の複数の次数が含まれる。各射出角度は、光路にオーダソーティングフィルタを追加し
ないかぎり、一次およびそれ以上の回折次数を含んでいてもよい。したがって、波長選択
性と耐久性を１つの回折格子技術の中に統合することが望ましい。
【０００５】
　フィルタ処理されない環境光が光学照準器の筐体内に入る場合がある。この不要な環境
光は時として、レティクル像を見えにくくすることがある。これは、少なくとも一部に、
環境光が回折と反射によって使用者に戻ることによるもので、光の可視スペクトル（すな
わち、虹）または明るい正反射の原因となる。それゆえ、照準器を大型化せずに、環境光
の不利な影響（グレア等）を低減させる兵器用照準器を提供することが望ましい。また、
既存の兵器用照準器を改良して、照準器内の部品のコスト、重量、数を考慮しながら、環
境光の不利な影響を減らすことも望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施形態において、ホログラフ式兵器用照準器は、レティクル像ホログラムと、一体
型回折格子・フィルタ装置と、を含む。一体型回折格子・フィルタ装置は、主基板と、主
基板から離間された透明基板と、を含む。これらの基板間に第１のエポキシ樹脂があり、
主基板と接触する。第１のエポキシ樹脂は外面を含み、その上に成形された一連の表面特
徴物がある。反射コーティングが第１のエポキシ樹脂の外面と接触し、光をホログラムに
向かって回折させるように構成される。染色エポキシ樹脂が、反射コーティングと透明基
板との間にある。染色エポキシ樹脂は、光の少なくとも一部がホログラムへと反射される
のを阻止するようになされている。
【０００７】
　表面特徴物、反射コーティング、および染色エポキシ樹脂は各々、一連の隆条および溝
を含んでいてもよく、反射コーティングの隆条および溝は透明エポキシ樹脂および染色エ
ポキシ樹脂の両方の隆条および溝と接触する。
【０００８】
　染色エポキシ樹脂は、赤に染色されてもよく、約５７５ｎｍ未満の波長を有する光がそ
の染色エポキシ樹脂を通過するのを阻止するようになされてもよい。
【０００９】
　染色エポキシ樹脂はまた、緑に染色されてもよく、約４７５ｎｍ～６１０ｎｍの波長を
有する光がその染色エポキシ樹脂を通過するのを阻止するようになされてもよい。
【００１０】
　反射コーティングは、アルミニウム等の金属の層であってもよく、主基板と第１のエポ
キシ樹脂は透明であってもよい。
【００１１】
　他の実施形態において、ホログラフ式照準器はレーザダイオードと、回折格子と、光学
フィルタと、を含む。レーザダイオードは、光ビームを発するように構成される。回折格
子は、光ビームをホログラムに向けて回折させるだけでなく、環境光も回折させるように
構成された格子面を有する。光学フィルタは、格子面の少なくとも一部と接触し、環境光
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の少なくとも１つの波長を吸収するようになされている。
【００１２】
　光学フィルタは、回折格子の格子面と直接接触してもよい。あるいは、光学フィルタは
格子面と一体化されていながら、格子面と間接的に接触してもよい。
【００１３】
　光学フィルタは、照準器の中で、それが環境光の少なくとも１つの波長を、環境光が回
折格子の格子面へ一切透過されないうちに吸収するように配置されてもよい。このような
実施形態において、全環境光が回折格子への到達前にフィルタを通過しなければならない
。
【００１４】
　回折格子は、１つのエポキシ樹脂層と、エポキシ樹脂の少なくとも一部に接合された１
つの反射金属層を含んでいてもよい。
【００１５】
　エポキシ樹脂は成形された一連の隆条および溝を含んでいてもよく、これらは、反射金
属層と直接接触する。光学フィルタは染色エポキシ樹脂を含んでいてもよく、これは反射
金属層と、エポキシ樹脂の反対側で直接接触する。光学フィルタと回折格子は、対向する
ガラス層間に配置されてもよい。
【００１６】
　また別の実施形態において、ホログラフ式照準器は、光ビームを発するためのレーザダ
イオードと、光ビームから発せられる光をコリメートするコリメータと、コリメート光を
回折させる格子面を有する反射回折格子と、格子面の少なくとも一部と接触するフィルタ
と、を含む。
【００１７】
　反射回折格子とフィルタは、一体の装置に統合されてもよい。
【００１８】
　フィルタと回折格子は相互に接合されてもよく、フィルタとして機能する染色透明材料
が、第１のガラス基板と、反射材料の層を第２のガラス基板に接合する成形エポキシ樹脂
を含む反射回折格子に接合される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】ライフルに取り付けられたホログラフ式照準器の平面斜視図である。
【図２】光学構成要素のレイアウトと照準器を通る光路を説明する、ホログラフ式照準器
の側面略図である。
【図３】一実施形態によるフィルタが統合された回折格子の断面図である。
【図４】一実施形態による一体型回折格子・フィルタの詳細略図である。
【図５－８】一実施形態による、回折格子と統合された１つの例示的なフィルタと、日光
およびレーザ光に対するその影響のグラフである。
【図９－１２】他の実施形態による、回折格子と統合された別の例示的なフィルタと、日
光およびレーザ光に対するその影響のグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　必要に応じて、本発明の詳細な実施形態を本明細書で開示するが、当然のことながら、
開示されている実施形態は、様々な代替的形態で実施可能な本発明の例にすぎない。図面
は必ずしも正確な縮尺によらず、一部の特徴は、特定の構成要素の詳細を示すために、誇
張または縮小されている場合がある。したがって、本明細書において開示されている具体
的な構造および機能的詳細は、限定としてではなく、当業者が本発明を様々な態様で利用
するように教示するための単なる代表的な基礎と解釈するべきである。
【００２１】
　図１を参照すると、ホログラフ式兵器用照準器の一実施形態が、概して１０として、兵
器１２に取り付けられた状態で示されている。兵器１２は、Ｍ４ライフルとして示されて
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いるが、兵器は他の武器であってもよいと理解するべきであり、これには例えば、ライフ
ル、ショットガン、拳銃、グレネードランチャ、矢、またはその他のこのような携帯型ま
たは車両搭載型兵器が含まれる。例えば、照準器１０は、軽量型ホログラフ式照準器に関
するＴａｉらへの米国特許第６，４９０，０６０号明細書において開示されている特定の
構成要素を含んでいてもよく、同特許の開示を参照によって本願に援用する。照準器１０
は、それ以外に、使用者が装置の照準を特定の方向に合わせる、兵器以外の装置に取り付
けてもよいことが想定される。例えば、照準器１０は、天体望遠鏡、陸地調査装置、警察
用ＲＡＤＡＲ／ＬＩＤＡＲガン、宇宙船パイロットのための搭乗員光学アラインメントサ
イト（Ｃｒｅｗ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　Ｓｉｇｈｔｓ）（ＣＯＡＳ）、
カメラ、サーチライト、ステージ照明、集音マイクにも使用されてよい。そのほかのこの
ような実施形態が想定され、本開示の範囲内であると考えられるべきである。
【００２２】
　図２を参照すると、ホログラフ式照準器１０が示されており、これは光学構成要素およ
び光学構成要素から反射した光の光路を含む。照準器１０はレーザダイオード１４を含み
、これは光のビームを発散式に生成する。レーザビームは、折り返しミラー１６から概し
て上方に、反射コリメータ１８に向かって反射され、すなわち「折り返される」。光ビー
ムは、それがコリメータ１８で反射された後にコリメートされ（すなわち、平行にされ、
または非発散式とされ）、概して下方に、その構成要素については後述するホログラフ式
の一体型回折格子・フィルタ装置２０に向かって誘導される。一体型回折格子・フィルタ
装置２０は、レーザ光を概して上方に、ホログラム２２に向かって回折させ、それがレテ
ィクルパターンの投射像と共に記録される。すると、このレティクル像が、ポログラムを
通して見ている使用者から見える。ダイオード１４、ミラー１６、コリメータ１８、一体
型回折格子・フィルタ装置２０、およびホログラム２２はすべて、一体の、または別の土
台２６に固定された筐体２４の中に取り付けられる。照準器１０内の構成要素のこの配置
は例に過ぎず、当業界で知られているその他の配置と構成も、本開示の範囲内であると考
えられる。
【００２３】
　留意すべき点として、「垂直」、「水平」、「上方」および「下方」という用語は本明
細書において、ポログラフ式照準器が、土台２６の縦軸とレティクルパターンの経路が水
平方向に延びる状態で使用のために取り付けられているとの前提に基づく相対的な位置と
方向を説明するために使用されている。
【００２４】
　本開示によれば、フィルタが、レーザダイオード１４からの光を回折させるための一体
の構成要素の一部として回折格子と統合される。回折格子とフィルタの統合により、分離
される場合に対して、様々な利点が提供される。例えば、一体型の回折格子とフィルタに
より、筐体２４内でフィルタと回折格子の占めるスペースが減り、照準器１０に必要な光
学素子の数が少なくなり、照準器１０が軽量化し、照準器１０の組立コストが削減される
。一体型の回折格子とフィルタにより、光学構成要素のアラインメントが単純化され、本
来であれば別々の回折格子とフィルタ間で実現されうる反射損失が減少する。これに加え
て、フィルタが回折格子と（直接または間接に）接触しているとき、フィルタは回折格子
への損傷を阻止することによって保護層として機能できる。
【００２５】
　一体型回折格子・フィルタ装置２０は、迷光または環境光が照準器の隠密利用の妨害と
なるのを阻止するのに特に有益である。例えば、筐体２４内に入った日光は回折格子によ
り反射されかねず、それによって、照準器を通して見ている使用者の視界を妨げうる目に
見える正反射を発生させ、またはスプリアス反射が敵または獲物から見えてしまう。フィ
ルタと回折格子を統合してコンパクトな一体構造とすることにより、日光は回折格子にお
いて直接フィルタ処理でき、余分なスペクトルが回折格子から反射されるのが阻止される
。
【００２６】
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　図３は、２０で概略的に示されているように、単一の装置に統合されたそのような回折
格子とフィルタを例示している。フィルタと回折格子は概してそれぞれ３０と３２により
示されている。フィルタ３０は、図３では回折格子３２と直接接触しているように示され
、フィルタ３０の少なくとも一部が回折格子３２の少なくとも一部と接触している。しか
しながら、理解するべき点として、フィルタ３０と回折格子３２との間の間接的接触もま
た想定され、介在材料（例えば、接着剤、オイル、ガラス、セラミック）がフィルタ３０
と回折格子３２との間にサンドイッチ構造またはその他で提供される。介在材料は、フィ
ルタ３０を回折格子３２に結合し、またはその他の方法で接着させるのに役立ってもよい
。フィルタ３０と回折格子３２との間の間接的接触と直接的接触の両方が想定され、どち
らの実施形態も、フィルタ３０と隣接する回折格子３２との間の「接触」という表現で意
味されるものの範囲に含まれるものとする。
【００２７】
　図４を参照すると、一体型回折格子・フィルタ装置２０の詳細図が示されている。ガラ
スの第１の層すなわち外層３４は、フィルタ３０のカバーを提供する。ガラスの第２の層
すなわち内層３６は、ガラスの外層３４の反対の境界を提供し、それによってフィルタ３
０と回折格子３２が２つのガラス層間に挟まれる。ガラスの内層３６は、筐体２４の一部
またはその中の他の構成要素の一部に取り付けられ、またはその他の方法で固定される。
【００２８】
　回折格子３２とフィルタ３０は、２つのガラス層３４、３６間に配置される。回折格子
３２は、例えば、薄いアルミニウムフィルムまたはコーティングであってもよい。（好ま
しくは透明な）二液式エポキシ樹脂層４０は、回折格子３２をガラスの内層３６に接合ま
たは接着させる。透明エポキシ樹脂４０の、回折格子３２とは反対側に統合されたフィル
タ３０がある。フィルタ３０は、染色またはカラー（例えば赤色）二液式エポキシ樹脂で
あってもよい。回折格子は、入射レーザ光４２を選択的に回折および反射し、その一方で
、カラー染色エポキシ樹脂フィルタ３０は反射および回折されたレーザ光４２と環境光４
３をフィルタ処理して、狭められた波長範囲の光だけが一体型回折格子・フィルタユニッ
ト２０から偏向されるようにする（これについては、図５～１２を参照しながらさらに説
明する）。
【００２９】
　回折格子３２は、ホログラフ式照準器にとって適当な何れの種類とすることもできる。
回折は、規則的に離間された複数の周期的な回折格子特徴物により実現される。図４に示
されるように、回折格子３２は回折格子特徴物を有し、これには規則的に離間された一連
の隆条４４と溝４６が含まれる。これは一例にすぎず、回折格子３２は入射光を回折させ
るための、当業界で知られている何れの適当な種類の回折格子特徴物を含んでいてもよい
。例えば、いくつかの実施形態において、回折格子３２は、複数の実質的に直線型の周期
的な回折格子特徴物および／または複数の湾曲した回折格子特徴物を含むことができる。
回折格子は様々な形状を含み、これには三角形、正弦曲線、正方形、長方形、その他が含
まれる。回折格子３２の回折格子特徴物は、透明基板内に配置された不透明の周期的な（
または準周期的な）刻線に対応させることができ、またはボリュームフェイズ回折格子に
見られうるような、屈折率の異なる複数の領域に対応させることもできる。
【００３０】
　フィルタ３０はまた、ホログラフ式照準器に適した何れの種類とすることもできる。フ
ィルタ３０は、フィルタ３０に入射する入射光の少なくとも一部を透過させ、フィルタ３
０に入射する光の少なくとも別の一部を吸収および／または反射するように構成されたオ
ーダソーティングフィルタである。いくつかの実施形態において、フィルタ３０は吸収フ
ィルタであり、これは１つまたは複数の特定の波長の光を吸収して、これらの波長が吸収
フィルタを透過しないようにする。特定の実施形態において、吸収フィルタは吸収媒質を
含み、これは一般に空間部分と呼ばれ、その中で吸収が吸収フィルタにより行われる。例
えば、吸収媒質は染料またはその他の吸収添加物を含む層（例えば、液体および／または
固体）を含むことができる。この層は、非吸収媒質の中またはそれに隣接して含めること
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ができる。他の実施形態において、吸収フィルタはマトリクス材料と、マトリクス材料の
中に分散し、１つまたは複数の波長の光を吸収するように構成された添加物と、を含む。
【００３１】
　一体型のフィルタ３０と回折格子３２は、いくつかの製造方法を用いて製作できる。一
実施形態において、回析格子の表面特徴物（例えば、表面の隆条４４と溝４６）の形状を
有する金型を提供する。この金型の表面にアルミニウム薄膜を、真空により蒸気質のアル
ミニウム粒子で金型を被覆できる蒸着によって堆積させる。次に、透明エポキシ樹脂層を
金型内のアルミニウムコーティングの上に分散させる。ガラス層を透明エポキシ樹脂層の
上に載せる。これによって、装置２０の回折格子部分ができ、これにはガラス層３６と、
透明エポキシ樹脂層４０と、反射および回折を提供するためのアルミニウム層と、が含ま
れる。成形された構造を金型から外し、（後述のように、フィルタ部分を追加した後に）
切削または破断加工で整形できる。その後、金型は後続の回折格子の製作に再利用できる
。成形された構造を裏返して、アルミニウム層に赤に染色されたエポキシ樹脂を接触させ
られる状態にすることができ、これについては後述する。
【００３２】
　次に、一体型回折格子・フィルタ装置２０のフィルタ部分を形成する。赤色染色エポキ
シ樹脂層をそれまでに形成されていた回折格子のアルミニウム層に直接注入し、またはそ
れ以外の方法で分散させる。赤色染色エポキシ樹脂がアルミニウム層と結合し、溝４６を
満たし、中実の連続的な接合層が形成される。次にガラス層を赤色染色エポキシ樹脂の上
に載せ、任意選択で圧迫する。構造全体を冷まし、硬化させる。構造全体が硬化すると、
一体型回折格子・フィルタ装置２０が形成され、その中で赤色染色エポキシ樹脂がフィル
タ３０を２枚のガラス基板３４、３６間に保持されるアルミニウム層と接触させる。最終
的に形成された一体型回折格子・フィルタ装置２０は、高さ約１インチ×幅約１インチ×
厚さ約０．１２５インチの寸法を有することができる。これは装置２０の寸法の一例にす
ぎない。
【００３３】
　上述のような一体型回折格子・フィルタ装置２０の製造方法は単なる例であると理解す
るべきである。もちろん、装置２０内で異なる材料または配置が望まれる場合、製造方法
を相応に変更して、所望の最終的構造を生成することができる。
【００３４】
　図３～４において、フィルタ３０と回折格子３２は、別々であるが一体化された要素で
あり、相互に接触するように接合またはそれ以外の方法で固定されているように示されて
いる。しかしながら、フィルタ３０と回折格子３２を一体の材料で形成できることが想定
される。例えば、フィルタ３０は、ガラス、ポリマ、セラミック、またはその他の材料で
形成されてもよく、染料等の吸収添加物を含んでいてもよい。一実施形態において、回折
格子特徴物をフィルタの片側に形成して、それによって回折格子とフィルタの両方が１つ
の材料の１層によって画定される単一の一体型回折格子・フィルタを形成してもよい。他
の実施形態において、回折格子特徴物をフィルタの表面にエンボス加工し、または堆積さ
せてもよい。
【００３５】
　上記の実施形態の何れにおいても、一体型回折格子・フィルタ装置２０の材料は単なる
例であり、限定されるものではないと理解するべきである。例えば、ガラス層３４、３６
の一方または両方が、上記の代わりにセラミック、シリコン、プラスチック、または複合
材料（例えば、ポリマ、金属、ガラス、および／またはセラミックの組合せ）であっても
よい。アルミニウムのほかに、回折格子３２の表面は、ニッケル、銅、チタン、クロム、
金、銀、その他の反射金属、あるいは反射と回折に適した非金属材料を含んでいてもよい
。
【００３６】
　図５～８は、一体型回折格子・フィルタ装置２０が日光およびレーザダイオードから生
成される光に与える影響を示している。



(9) JP 2017-519251 A 2017.7.13

10

20

30

40

【００３７】
　図５は、照準器１０への日光とレーザ光の入射を示す。フィルタの特性も示されている
。図５に示される例において、フィルタは赤色染色エポキシ樹脂であり、これは約５７５
ｎｍ未満の波長を有するすべての可視光がそれを透過するのを有効に阻止する。図５に示
される特定のフィルタにより、レーザダイオードにより生成され、環境光内に存在する赤
色光（例えば、約６５０ｎｍ）が通過できる。もちろん、フィルタはその代わりに、他の
波長範囲の反射を可能にするために、異なる色の染料を含むことができると理解するべき
である。
【００３８】
　図６は、フィルタが日光とレーザダイオードから発せられる光に与える影響を示してい
る。図からわかるように、日光のうち、約５７５ｎｍ未満の波長を有する部分が有効にフ
ィルタにかけられ、一体型回折格子・フィルタ装置２０により反射されるのを有効に阻止
する。５７５ｎｍを超える日光の波長は、フィルタの特徴によって（図５参照）、約３０
％減少する。レーザダイオードから発せられる赤色光もまた、それがフィルタを通過する
間に減少する。
【００３９】
　図７は、フィルタ処理されていない日光とフィルタ処理された日光との比較を示す。一
体型回折格子・フィルタ装置２０により、約５７５ｎｍまでの可視光のスペクトル全体が
フィルタ処理されて、使用者に向かって反射される、またはそれ以外の方法で照準器から
出ることができない。これにより、本来であれば、フィルタ処理されない日光が回折およ
び反射して使用者に戻り、使用者の視界を妨害するような、照準器の使用者が気付きうる
「虹状のグレア」のすべてが排除される。
【００４０】
　図８は、フィルタ処理されていないレーザ光とフィルタ処理されたレーザ光との比較を
示す。レーザにより生成される色（例えば、赤）のスペクトル全体は引き続き見えるが、
（赤色）フィルタによって強度が弱くなっている。
【００４１】
　前述のように、一体型回折格子・フィルタ装置２０は、異なるフィルタ処理特性を有す
る別の一体型装置と互換可能である。例えば、赤に染色されたエポキシ樹脂の代わりに、
緑に染色されたエポキシ樹脂を利用できる。緑色フィルタが日光と緑色のレーザ光に与え
る影響が図９～１２に示されており、これは図５～８に示される影響と同様である。図９
～１２の結果を生むために使用された緑色フィルタは、４７５ｎｍ～６１０ｎｍの範囲外
の波長を有するすべての可視光がフィルタを透過するのを有効に阻止する。
【００４２】
　上で説明した図面からわかるように、一体型回折格子・フィルタ装置２０は、すべての
入射光を構造的にコンパクトな方法でフィルタ処理する。単独の一体型装置は、異なるフ
ィルタ特性を有する他の一体化装置と互換可能である。この装置を備える照準器では、兵
器の照準器における環境光の不利な影響（グレア等）が低減化され、それに伴い照準器が
大型化されることはなく、また、回折格子とは別のフィルタ装置を実装するために照準器
の設計を変更する必要もない。
【００４３】
　例示的実施形態を上で説明したが、これらの実施形態は本発明のすべての考えうる形態
を説明しようとしたものではない。むしろ、明細書中で使用される用語は、限定ではなく
説明の用語であり、当然のことながら本発明の趣旨と範囲から逸脱することなく、さまざ
まな変更を加えることができる。これに加えて、異なる実装実施形態の特徴を組み合わせ
て本発明の他の実施形態を形成してもよい。
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